
事業用10kW以上2,000kW未満

太陽光発電システムをおトクに購入できる
共同購入に参加しませんか？

9月20日▶3月1日まで
施工の枠が埋まり次第締め切らせて頂く場合がございます。

2026年 2027年
【参加募集期間】

約39%OFF
※令和8年度山口県事業での割引率です。資源エネルギー庁が公表する「令和8年度以降の調達価格等に関する意見」に記載のシステム費用平均（屋根設置）を市場価格とし、割引率を算出
　 しております。

●設置容量：120kW ●年間発電電力量：13,200kWh ●年間電気代削減額：約317万円市場価格より

（111,000円/kW：100～250kW帯）

シミュレーション例本年度割引率※

約4.2年
で回収2,196万円

通常購入の場合
設置費用

1,332万円
共同購入の場合
設置費用

国の税額控除制度「カーボンニュートラルに向けた投資促進税制」を活用できる場合があります

太陽光発電システムの設置のメリット

■CSR活動の推進■コスト削減 自家消費やピークカットによる
電気代の削減 CO₂削減・再エネ普及に貢献

■ESG経営の強化 脱炭素による付加価値創出■BCP対策 災害による停電時も一定の電気を確保

事業者の皆さまへ

ぶちエコやまぐち啓発
マスコットキャラクター
「エコっちゃ」

　山口県では2050年カーボンニュートラルの実現に向け、再生可能エネルギーの導入促
進に取り組んでいます。この共同購入は、多くの事業者の皆さんに参加いただくことで、太
陽光パネルがよりおトクに導入できる取組です。太陽光パネルの設置は、CO₂の排出削減
や電気代の節減のほか、併せて蓄電池を設置すれば、災害時の非常用電源としても活用で
きます。この機会に、ぜひ導入をご検討ください。 山口県知事 村岡 嗣政

■主なメニュー ●山口県中小企業者等向け省・創・蓄エネ設備設置補助金
●山口県地球にやさしい環境づくり融資制度
●やまぐち再エネ電力利用事業所認定制度
●山口県内におけるJ-クレジット制度の活用について　等

詳しくはこちらをご覧ください。 https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/38/130607.html

山口県の脱炭素化支援メニューのご案内



みんなの会社に太陽光事業について

複数の事業者が集まることで生まれる購買力を活かして、太陽光発電システムの導入費用低減
ができる仕組みです。販売施工事業者は厳格な審査及び入札を経て選定されるため、高い品質
を確保しながら価格競争力のある提案を受けられます。

入札に参加できる販売施工事業者をまずは選定

業績安定性
第三者機関の信用調査済み
電気工事業の建設業許可業者のみ参加

顧客対応
シミュレーション等の提案能力や請負実績

施工実績
電気工事の知識・ノウハウと施工実績

自治体事業で選ばれた優良な
販売施工事業者による最適な提案

相見積りの手間を省きつつ
設置費用を確実に低減

本事業は山口県とアイチューザー（株）が協定を締結して実施しています。

参加登録・詳しい情報は専用WEBサイトからご確認を
https://group-buy.jp/solar/business-yamaguchi/home

検 索
お問い合わせ窓口

みんなの会社に太陽光事務局

0120-203-500
受付時間：10:00～18:00（土・日・祝日を除く）

®

山口県　みんなの会社に太陽光

▶検討に際し、ご不明点などございましたら事務局までご連絡ください。
▶急激な価格変動や資材不足など、予測できない事態により販売が困難になった際は、新規の参加登録を締め切らせていただく場合があります。

01 参加登録 02 入札結果 03 調査・見積り 04 ご判断
右下の二次元コードより
無料でご登録頂けます

事務局より販売施工事業者の
選定結果をメールでご連絡します

販売施工事業者より
ご連絡いたします

見積りやシミュレーションを
踏まえじっくりご検討ください
※ご契約の義務はありません

参加のステップ

参加条件はありますか？ オプションはありますか？
１０kW以上の太陽光パネルを設置する
建物が県内にあれば、どの事業者でも
参加できます。ただし、自家消費するこ
とが前提です。(余剰電力は売電可）

蓄電池システム、ソーラーカーポート、
EV充電器、V2B、屋根の補強、塗装、
BCP対策工事（非常時の電源供給シス
テム）などのオプションがございます。

設置可能な場所は屋根上だけですか？
屋根上のほか、ソーラーカーポートや、
自家消費分を含む場合に限り、野立て
（現に所有する土地に限る）への太陽光
パネル設置も対象となります。

よくあるご質問

い ま す ぐ 登 録

公の価格指標を「上限価格」に入札実施

資源エネルギー庁が公表するシステム価格の
平均値（https://www.meti.go.jp/
shingikai/santeii/）を入札価格の上限に設定

事業概要、導入実績等
詳しくはこちらの
PDFをご確認ください


